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	応用
	抗原情報
	背景
	DNAポリメラーゼデルタおよびDNAポリメラーゼイプシロンによるプライミングされたDNAテンプレートの伸長には、増殖細胞核抗原（PCNA）および複製因子C（RFC）という補助タンパク質が必要です。RFCはアクチベーター1とも呼ばれ、140 kDa、40 kDa、38 kDa、37 kDa、および36 kDaの5つの異なるサブユニットからなるタンパク質複合体です。この遺伝子は38 kDaサブユニットをコードします。このサブユニットは、140 kDaサブユニットと、36 kDa、37 kDa、および40 kDaサブユニットからなるコア複合体との相互作用に不可欠です。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：DNAポリメラーゼδおよびεによるプライミングされたDNAテンプレートの伸長には、補助タンパク質である増殖細胞核抗原（PCNA）およびアクチベーター1の作用が必要である。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：アクチベーター1小サブユニットファミリーに属する。,サブユニット：RFC2、RFC3、RFC4、およびRFC5サブユニットからなるヘテロ四量体で、RFC1またはRAD17と複合体を形成できる。前者はATP存在下でPCNAと相互作用するが、後者はATPase活性を有するもののPCNAによる刺激を受けない。,
	研究分野
	DNA複製、ヌクレオチド除去修復、ミスマッチ修復
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト脳組織における RFC3 抗体の免疫組織化学分析。
	

	RFC3 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	RFC3 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。

